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○心の豊かな子（なかよく）
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６月になり、暑い日が続いています。

学校再開となりましたが、学校では、２か月に及ぶ休業期間に実施でき

なかった学習を補うため夏休みの短縮に加え、学校行事等の精選による時

数の確保などにより、その対応に当たることになります。年度始めに配付

しました年間行事予定表通りではなくなります。決定次第ご連絡します。

現時点での変更

①運動会･･･１０月３１日（土）に延期します。変更した後での再変更で申し訳ありません。

②５年生臨海自然教室（宿泊）･･･下野市として中止になりました。

③夏休み期間の短縮･･･８月１日～１６日。８月１７日から授業再開になります。

④７月８日 授業参観・懇談会･･･中止します。

⑤プールを利用した授業･･･中止です。夏休みのプール開放も中止です。

♪学校では･･･♪
通常登校２週目から、体育の授業、業間の外遊び、清掃が始まりました。体育の授業は、約３か月

ぶりなため、整列の仕方やストレッチ等、児童の状況を見ながら簡単な運動から授業しています。休

み時間は、縦割り班活動や全児童による活動は行っていませんが、元気に校庭を走り回ったり、ボー

ル遊びをしたり、縄跳びをして休み時間を過ごしています。

＊日々の様子は、学校ホームページでも紹介していますので、ぜひご覧ください。

下野市役所職員互助会より 応援メッセージとノートをいただきました
下野市役所職員の皆様（互助会）が、「これまで自粛・我慢してきた子どもたちに対し、何か

気持ちを伝えたい」ということで、応援メッセージとノートを１冊ずつ全児童にプレゼントして

くださいました。祇園小全員で、楽しい学校、がんばる学校を作りたいと思います。

代表児童のお礼状の一部を紹介します。

下野市役所の皆さんへ

★お手紙ありがとうございました。長い間学校が休校となってしまい、その間“不安”とい

う言葉が常に頭から離れませんでした。学校が始まってからも「第二波」が来るのではない

かと心配でした。しかし、皆さんのメッセージを見ていたら、最初からあきらめないで、予

防をみんなで頑張ろうと、前向きな気持ちになることができました。もし第二波が来たとし

ても、新型コロナウィルスには絶対に絶対に負けません。今回はありがとうございました。

【６年女子】

★ありがとうございます。これからもべんきょうがんばります。【１年男子】

 



水泳の授業 ６月１５日 避難訓練

５月２５日、分 ～自分の命は自分で守る～
散登校の午後、教 災害は、いつ、どこで発生するか分かり

職員でプール掃除 ません。そのためにも訓練は必要です。

を行いました。し 令和２年度初めての避難訓練は、基本的な

かし、「夏休みの登 避難行動と避難経路の確認するために地震・

校等について」の 火災の発生を想定して実施しました。避難時

通知のとおり、今 間は、整列終了まで４分弱でした。

年度は新型コロナ

ウィルス感染症予

防のため、水泳の

授業は実施しない

ことになりました。

スクールカウンセラーの紹介 ありがとうございます
本校のクールカウン 長期休業、分散登校、通常登校中、地域

セラーが代わりました。 や保護者の皆様から、学校・児童・教職員

スクールカウンセラー に対してたくさんの励ましの言葉をいただ

とは、学校現場で、臨床 きました。ありがとうございました。

心理の知見に基づき、児 また、マスク不足を心配いただき、布マ

童生徒に向き合い教員と スクを作って寄贈してくださった方がいまし

共にサポートする専門ス た。アルコール消毒液、電解水を寄付してく

タッフです。保護者、児 ださった方もいました。ＰＴＡからも児童用

童、先生の困りごとを聞 の紙マスクを頂戴しました。

いてくれる人です。必要 児童のために有効

な場合は悩みは一人で抱え込まずに、周囲に助 に使わせていただい

けを求めましょう。身近な相談役として、スク ています。ありがと

ールカウンセラーに声をかけてください。ささ うございました。

いなことでも気軽にご相談ください。話をした

だけでも問題が整理され、解決の糸口を見つけ

られるかもしれません。

相談等のご希望がある場合は、担任、もしく

は祇園小へご連絡ください。

次回の来校は、６月３０日の予定です。

祇園小学校を支えてくださる地域の方々に感謝 No.１
児童の安全を守るために、登下校時、見守ってくださる方々がたくさんいます。

《正門で立哨してくださる地域見守り隊の皆さん》《 祇園原公園の交差点の交通指導員さん》


